
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和元年５月２４日（金） ８：３２～８：４２ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

石 田 真 敏 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

山 下 貴 司 国務大臣（法務大臣） 

柴 山 昌 彦 国務大臣（文部科学大臣） 

根 本 匠 国務大臣（厚生労働大臣） 

𠮷 川 貴 盛 国務大臣（農林水産大臣） 

石 井 啓 一 国務大臣（国土交通大臣） 

原 田 義 昭 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

岩 屋 毅 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

渡 辺 博 道 国務大臣（復興大臣） 

山 本 順 三 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

宮 腰 光 寛 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

平 井 卓 也 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

鈴 木 俊 一 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣） 

欠 席 者：河 野 太 郎 国務大臣（外務大臣） 

世 耕 弘 成 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：西 村 康 稔 内閣官房副長官 

野 上 浩太郎 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

横 畠 裕 介 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

〇一般案件 ４件 

〇国会提出案件 １１件 

〇公布（条約） １件 

〇議員提出法律案関係 １件 

○人事        ２件 

○報告        １件 

○配布        １件 

いずれも，案件表のとおり，決定等となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，西村副長官から御説明申し上げます。 

○西村内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，「実演及びレコー

ドに関する世界知的所有権機関条約の規定に基づく宣言の一部の修正」について，

御決定をお願いいたします。本件は，著作権法改正により，いわゆる配信音源につ

いて，放送又は有線放送において利用される場合にも，実演家等の報酬請求権が付

与されることに伴い，これを踏まえた宣言の修正を行うものであります。 

  次に，「日・仏物品役務相互提供協定」の締結について，御決定をお願いいたしま

す。本協定は，今国会で承認を得たものであります。あわせて，本協定を公布する

ことについて，御決定をお願いいたします。 

  次に，更新信・解任状に認証を仰ぐことについて，御決定をお願いいたします。

本件は，「アルジェリア国」駐箚特命全権大使の異動に伴う信・解任状について，既

に，閣議決定を経て認証を得ていたものでありますが，未捧呈のうちに，同国にお

いて新国家元首が就任されましたので，改めて認証を仰ぐものであります。 

次に，質問主意書に対する答弁書１１件について，お手元の資料のとおり，御決

定をお願いいたします。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，衆議院議員林幹雄に，エルサル

バドル国大統領就任式典に参列する特派大使を命じ，同大使に交付すべき信任状に

認証を仰ぐことについて，御決定をお願いいたします。 

次に，工藤靖人外１９６名の叙位又は叙勲について，御決定をお願いいたします。 

次に，「平成３０年末現在の対外の貸借及び同年中の国際収支」について御報告が

あります。本件は，「外為法」に基づき，取りまとめたものであります。本件につき

ましては，後程，財務大臣から御発言があります。 

次に，配布資料といたしまして，「消費者物価指数」があります。本件につきまし

ては，後程，総務大臣から御発言があります。 

次に，件名外案件について，申し上げます。「円借款の供与に関する書簡」をイン

ドネシアとの間に交換することについて，御決定をお願いいたします。本件は，「下

水道整備計画」に，約３１０億円を限度とする円借款を供与することについて，取

り極めるものであります。なお，本日の書簡交換まで不公表といたしたいので，御

了承をお願いいたします。 

次に，準備のための案件といたしまして，議員提出法律案に対する国会法に基づ

く内閣の意見要旨について，あらかじめ御決定をお願いいたします。本件は，内閣

意見を求められることを条件に決定するもので，それまでの間，不公表扱いとなり

ますので，御了承をお願いいたします。本日，衆議院災害対策特別委員会において

採決予定の「災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正法案」は，阪神・淡路大

震災に対する災害援護資金について，一定の所得・資産要件を満たす場合に当該災

害援護資金の償還を免除すること等を定めるものであります。これに対する内閣の

意見要旨は，「政府としては，特に異存はない。」というものであります。 

2



 

〇菅国務大臣：次に，大臣発言がございます。まず，財務大臣。 

〇麻生国務大臣：平成３０年末現在の対外の貸借及び同年中の国際収支について御報

告いたします。平成３０年末の対外純資産は約３４２兆円となり，２８年連続で世

界最大の純資産国となっております。前年末に比べ，対外純資産は約１２兆円増加

しております。これは，対外直接投資や対外証券投資の増加により，対外資産残高

が約５兆円増加する一方，海外投資家が保有する本邦証券価格の下落等により，対

外負債残高が約８兆円減少したことによるものです。次に，平成３０年中の国際収

支について申し上げます。経常収支は，貿易収支が３年連続の黒字となったこと，

第１次所得収支が引き続き高水準の黒字となったこと，サービス収支が赤字幅を拡

大したこと，等から，約１９兆円の黒字となりました。金融収支は，対外直接投資

の増加等により，約２０兆円の純資産増加となりました。以上，御報告いたします。 

〇菅国務大臣：次に，総務大臣。 

〇石田国務大臣：本日，消費者物価指数を公表いたしました。その主なポイントは，

次のとおりです。４月の全国の消費者物価指数は，１年前に比べ０．９％の上昇と

なりました。生鮮食品を除く指数は，１年前に比べ０．９％の上昇と，２８か月連

続の上昇となりました。これは，電気代やガス代などの「エネルギー」や外食など

の「生鮮食品を除く食料」などの上昇によるものです。また，生鮮食品とエネルギ

ーを除いた指数は，１年前に比べ０．６％の上昇と，２２か月連続の上昇となりま

した。１年前と比べた消費者物価は，緩やかな上昇傾向で推移しています。 

〇菅国務大臣：次に，内閣総理大臣から御発言がございます。 

〇安倍内閣総理大臣：本日，アイヌ施策推進法が施行されました。そのため，内閣府

の事務のうち，アイヌ施策の推進に関する事務について，これまでアイヌ政策に関

する企画立案・総合調整を担当された内閣官房長官に担当をお願いいたします。 

関係各位の御協力をよろしくお願いいたします。 

〇菅国務大臣：次に，私からアイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための

施策の推進について，申し上げます。 

  本日，アイヌ施策推進法が施行され，只今，総理から，内閣府の事務のうち，ア

イヌ施策の推進に関する事務について，担当を命ぜられました。アイヌの人々の誇

りが尊重される社会の実現に向けて，全力で取り組む所存です。関係閣僚におかれ

ましては，引き続き御協力をお願いいたします。 

次に，国土交通大臣。 

〇石井国務大臣：東京地下鉄株式会社，成田国際空港株式会社及び新関西国際空港株

式会社の代表権を有する会長及び社長について，近く開催される各社の取締役会に

おいて，別紙のとおり決議される予定ですが，その決議をそれぞれ認可いたしたい

ので，御了解願います。 

〇菅国務大臣：次に，環境大臣。 

〇原田国務大臣：中間貯蔵・環境安全事業株式会社代表取締役社長小林正明は，６月

２７日開催予定の株主総会の終結をもって任期満了となりますが，株主総会後の取

締役会において，引き続き同人を代表取締役社長として選定する決議がなされる予
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定であり，その決議を認可いたしたいので，御了解願います。 

〇菅国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和元年 

５月 24日 

◎ 一 般 案 件

○ 実 演 及 び レ コ ー ド に 関 す る 世 界 知 的 所 有 権 機 関 条

約 の 規 定 に 基 づ く 宣 言 の 一 部 の 修 正 に つ い て

（ 決 定 ）              （ 外 務 省 ）

〃 ○ 日 本 国 の 自 衛 隊 と フ ラ ン ス 共 和 国 の 軍 隊 と の 間 に

お け る 物 品 又 は 役 務 の 相 互 の 提 供 に 関 す る 日 本 国

政 府 と フ ラ ン ス 共 和 国 政 府 と の 間 の 協 定 の 効 力 発

生 の た め の 通 告 に つ い て （ 決 定 ）    （ 同 上 ）

☆ ア ル ジ ェ リ ア 国 駐 箚 特 命 全 権 大 使 小 川 和 也 に 交 付

す べ き 更 新 信 任 状 及 び 前 任 特 命 全 権 大 使 藤 原 聖 也

の 更 新 解 任 状 に つ き 認 証 を 仰 ぐ こ と に つ い て

（ 決 定 ）               （ 同 上 ）

◎ 国 会 提 出 案 件

1. 衆 議 院 議 員 古 本 伸 一 郎 （ 国 民 ） 提 出 政 府 に よ

○ る 結 婚 支 援 政 策 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書

に つ い て （ 決 定 ）      （ 内 閣 府 本 府 ）

1. 衆 議 院 議 員 早 稲 田 夕 季 （ 立 憲 ） 提 出 企 業 主 導

型 保 育 事 業 の 検 証 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）        （ 同 上 ）

1. 衆 議 院 議 員 早 稲 田 夕 季 （ 立 憲 ） 提 出 企 業 主 導

型 保 育 事 業 に お け る 補 助 金 適 正 化 法 の 適 用 に

関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 福 田 昭 夫 （ 立 憲 ） 提 出 わ が 国 の 消

費 税 及 び Ｅ Ｕ 型 付 加 価 値 税 の 違 い 等 に 関 す る

質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 財 務 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 尾 辻 か な 子 （ 立 憲 ） 提 出 在 留 外 国

人 の 国 民 健 康 保 険 適 用 の 不 適 正 事 案 に 関 す る

通 知 制 度 の 運 用 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書

に つ い て （ 決 定 ）      （ 厚 生 労 働 省 ）

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料  
あ り

資 料
あ り

資 料
な し

〔 別 添 〕
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1. 衆 議 院 議 員 大 河 原 雅 子 （ 立 憲 ） 提 出 フ ッ 素 入 

り ハ ミ ガ キ 粉 を う が い せ ず 口 腔 内 に 留 め 最 終 

的 に 飲 み 込 む こ と を 推 奨 す る こ と に 関 す る 質 

問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 厚 生 労 働 省 ） 

1. 参 議 院 議 員 石 上 俊 雄 （ 民 主 ） 提 出 誰 も が 活 躍 

し，働き続けられる社会・職場づくりの促進・ 

推 進 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て 

（ 決 定 ）             （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 石 上 俊 雄 （ 民 主 ） 提 出 雇 用 形 態 に 

か か わ ら ず , 全 て の 労 働 者 が 安 心 ・ 安 定 し て 

働 け る 環 境 づ く り の 推 進 に 関 す る 質 問 に 対 す 

る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 石 上 俊 雄 （ 民 主 ） 提 出 誰 も が 将 来 

に わ た り 安 心 し て 暮 ら せ る 「 ひ と が 中 心 」 の 

ま ち づ く り の 促 進 ・ 推 進 に 関 す る 質 問 に 対 す 

る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 石 上 俊 雄 （ 民 主 ） 提 出 我 が 国 電 機 

産 業 が 開 発 ・ 保 有 す る 技 術 や ソ リ ュ ー シ ョ ン 

の 利 活 用 に よ る 社 会 的 課 題 の 解 決 に 関 す る 質 

問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）       

（ 経 済 産 業 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 松 原 仁 （ 社 保 ） 提 出 羽 田 空 港 へ の 

低 空 飛 行 ル ー ト の 決 定 に 際 す る 平 成 ２ ２ 年 国 

土 交 通 省 文 書 『「 Ｄ 滑 走 路 供 用 後 の 東 京 国 際 

空 港 の 運 用 に つ い て 」 に 対 す る 回 答 に つ い て 

（ 回 答 ）』 の 取 り 扱 い に 関 す る 質 問 に 対 す る 

答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）   （ 国 土 交 通 省 ） 

 

◎ 公 布 （ 条 約 ） 

   ☆ 日 本 国 の 自 衛 隊 と フ ラ ン ス 共 和 国 の 軍 隊 と の 間 に 

お け る 物 品 又 は 役 務 の 相 互 の 提 供 に 関 す る 日 本 国 

政 府 と フ ラ ン ス 共 和 国 政 府 と の 間 の 協 定 （ 決 定 ）     

（ 外 務 省 ） 

資 料  
な し  
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◎ 人  事 

〇 衆 議 院 議 員 林  幹 雄 に エ ル サ ル バ ド ル 国 大 統 領 就 

任 式 典 に 参 列 す る 特 派 大 使 を 命 じ ， 同 大 使 に 交 付 

す べ き 信 任 状 に つ き 認 証 を 仰 ぐ こ と に つ い て 

（ 決 定 ） 

〃  ☆ 元 む つ 市 公 立 学 校 長 工 藤 靖 人 外 １ ９ ６ 名 の 叙 位 又  
は 叙 勲 に つ い て （ 決 定 ）  

 

◎ 報  告 

☆ 平 成 ３ ０ 年 末 現 在 の 対 外 の 貸 借 に 関 す る 報 告 書 及 

び 平 成 ３ ０ 年 中 の 国 際 収 支 に 関 す る 報 告 書 に つ い 

て                 （ 財 務 省 ） 

 

◎ 配  布 

☆ 消 費 者 物 価 指 数           （ 総 務 省 ） 

 

 

〔○署名あり  ☆署名なし〕 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  
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                 令和元年 

                 ５月 24日 

 

◎一般案件 

○ 円 借 款 の 供 与 に 関 す る 日 本 国 政 府 と イ ン ド ネ シ ア 

共 和 国 政 府 と の 間 の 書 簡 の 交 換 に つ い て （ 決 定 ） 

                  ( 外 務 省 ） 

 

 

〔○署名あり  ☆署名なし〕 

 件 名 外 案 件  （ 金 ）  

資 料  
な し  
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                 令 和 元 年 

                 ５ 月 24 日 

 

◎ 議 員 提 出 法 律 案 関 係 

 ○ 衆 議 院 災 害 対 策 特 別 委 員 会 に お い て 提 出 予 定 の 災  
害 弔 慰 金 の 支 給 等 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る  
法 律 案 に 対 す る 国 会 法 第 ５ ７ 条 の ３ に 基 づ く 内 閣  
の 意 見 要 旨 に つ い て （ 決 定 ）   

 （ 内 閣 府 本 府 ・ 財 務 省 ）  
 

 

〔○署名あり  ☆署名なし〕 

 

 

（ 金 ）  

資 料  
あ り  

準 備 の た め 
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